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【 背 景 】  

近 年 、 飼 料 価 格 等 の 高 騰 に よ り 、 生 産 コ ス ト が 上 昇 す る 一 方 で

子 牛 価 格 が 低 迷 し 和 牛 繁 殖 農 家 （ 農 家 ） の 経 営 が 悪 化 し て い る 。

県 は 令 和 4年 度 よ り 、 独 自 の 経 営 支 援 事 業 と し て 和 歌 山 県 配 合 飼 料

等 価 格 高 騰 緊 急 対 策 支 援 金 （ 飼 料 支 援 ） を 実 施 し て お り 、 配 合 飼

料 や 粗 飼 料 等 の 高 騰 分 の 一 部 を 補 助 し て い る （ 配 合 飼 料 支 援 、 粗

飼 料 支 援 ） 。 ま た 、 令 和 5年 度 に は 21年 ぶ り に 黒 毛 和 種 で 肉 用 子 牛

生 産 者 補 給 金 （ 基 金 ） が 発 動 し 、 加 え て 、 令 和 5年 度 和 子 牛 生 産 者

臨 時 経 営 支 援 事 業 、 令 和 6年 度 優 良 和 子 牛 生 産 推 進 緊 急 支 援 事 業 が

実 施 さ れ 、 基 金 の 上 乗 せ 奨 励 金 が 交 付 さ れ て い る （ 奨 励 金 ） （ 図

1） 。 今 回 、 飼 料 支 援 、 奨 励 金 を 農 家 や 関 係 機 関 に 周 知 し 、 参 加 を

推 進 す る と と も に 、 飼 料 費 削 減 の た め 新 た に 野 草 を 活 用 し た 飼 養

に 取 組 む 農 家 に 対 し 指 導 を 行 っ た 。  

【 方 法 】  

① 飼 料 支 援 に つ い て 、管 内 農 家 9 戸 に 電 話 で 事 業 内 容 を 周 知 し 、

参 加 を 推 進 し た 。 奨 励 金 に つ い て は 事 業 窓 口 で あ る 市 町 の 担 当 者

を 交 え 、 対 面 で 説 明 し た 。 ま た 令 和 5 年 度 の 事 業 実 績 か ら 管 内 繁

殖 雌 牛 1 頭 あ た り の 飼 料 支 援 、 基 金 、 奨 励 金 を 算 出 し た 。  

② 野 草 給 与 を 検 討 し て い る 農 家 に 対 し 、 野 草 を 主 と し た 飼 料 設

計 を 実 施 し 、 飼 料 費 低 減 効 果 を 試 算 し た 。 併 せ て 、 肝 蛭 の 予 防 や

毒 草 の 混 入 防 止 な ど 、 野 草 利 用 に お け る 飼 養 管 理 の 指 導 を 実 施 し

た 。  

【 結 果 】  

① 飼 料 支 援 は 事 業 対 象 外 の 1 戸 を 除 き 8 戸 が 、 奨 励 金 は 全 9 戸

が 参 加 し 、 両 事 業 に お い て 管 内 対 象 農 家 が 全 戸 参 加 す る こ と と な

っ た 。 令 和 5 年 度 の 支 援 実 績 金 額 は 、 管 内 繁 殖 雌 牛 １ 頭 当 た り 、

配 合 飼 料 支 援 ： 5, 1 9 9 円 、 粗 飼 料 支 援 ： 13, 3 2 4 円 、 基 金 ： 13, 9 8 0

円 、 奨 励 金 ： 8,2 7 6 円 と な っ た 。 基 金 、 奨 励 金 は 子 牛 の 出 荷 頭 数

や 保 留 頭 数 に よ り 異 な り 、 各 農 場 に お け る 繁 殖 雌 牛 の 頭 数 に 対 す

る 子 牛 の 出 荷 頭 数 と 保 留 頭 数 の 合 計 の 割 合 が 70 %以 上 の 上 位 5 農

家 と 、70 %未 満 の 下 位 4 農 家 で 比 較 す る と 、基 金 と 奨 励 金 の 合 計 に

9,7 1 1 円 の 差 が あ っ た 。 子 牛 を 産 ま せ 、 事 故 な く 出 荷 で き て い る

農 家 で は 基 金 、 奨 励 金 の 合 計 が 高 く な っ た （ 図 2）。  

② 対 象 農 家 は 繁 殖 雌 牛 を 約 25 頭 飼 養 し 、 粗 飼 料 と し て イ タ リ

ア ン ラ イ グ ラ ス 及 び 稲 WCS を 、 配 合 飼 料 と し て ビ ー ル 粕 や 豆 腐 粕

の 自 家 配 合 を 給 与 し て い た 。 今 回 、 イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス を 野 草



に 変 更 し 、 乾 物 量 が 充 足 す る よ う 飼 料 設 計 を 実 施 し た と こ ろ 、 充

足 率 は 乾 物 量 101 . 1 %、 粗 蛋 白 質 167 . 2 %、 可 消 化 養 分 総 量 123 . 0 %

と な っ た 。（ 図 3）。 粗 飼 料 か ら 野 草 へ 変 更 し た 飼 料 で 、 変 更 前 と

比 べ 繁 殖 雌 牛 1 頭 あ た り 年 間 25, 4 0 4 円 削 減 で き る と 試 算 し た 。

な お 、 粗 飼 料 か ら 野 草 に 変 更 す る 前 後 に お い て 、 豆 腐 粕 の 仕 入 れ

先 を 変 更 し た こ と に よ り 、 自 家 配 合 の 価 格 も 低 減 さ れ て い る （ 図

4）。 一 方 、 飼 料 中 の 粗 蛋 白 含 量 が 高 い こ と か ら 、 飼 料 給 与 量 は 個

体 の BCS や 繁 殖 成 績 を 勘 案 し て 調 整 す る よ う 指 導 し た 。 ま た 、 飼

料 計 算 で 使 用 し た 日 本 標 準 飼 料 成 分 表（ 20 0 9 年 版 ）に お け る 野 草

（ あ ぜ ）の 水 分 含 量 値 が 76. 3％ で あ っ た の に 対 し 、当 所 に お い て

畜 主 の 野 草 水 分 含 量 を 加 熱 減 量 法 で 測 定 し た と こ ろ 26. 7％ と な

っ た 。 し た が っ て 給 与 量 の 決 定 に は 水 分 含 量 の 考 慮 も 必 要 と 考 え

ら れ た 。 な お 、 野 草 が 原 因 と 思 わ れ る 事 故 や 中 毒 は 確 認 さ れ て い

な い 。  

【 考 察 】  

飼 料 支 援 や 奨 励 金 の 周 知 に つ い て 、 文 書 だ け で は 事 業 案 内 を 確

認 し な い 農 家 や 、 申 請 の 煩 雑 さ か ら 参 加 を 見 送 ろ う と す る 農 家 が

あ っ た 。し か し 、電 話 や 対 面 で 丁 寧 に 事 業 内 容 を 説 明 す る こ と で 、

最 終 的 に は 対 象 農 家 が 全 戸 事 業 申 請 し 、 全 て の 農 家 の 経 営 の 一 助

と な っ た と 考 え ら れ た 。 ま た 、 安 定 し た 子 牛 の 出 荷 は 生 産 物 と し

て の 利 益 だ け で な く 、 基 金 、 奨 励 金 の 面 で も 利 点 が あ る こ と が 数

値 化 さ れ 、 子 牛 の 適 切 な 管 理 の 重 要 性 が 改 め て 示 さ れ た 。  

つ ぎ に 、 野 草 の 利 用 に つ い て 、 飼 料 費 低 減 に 有 効 と 試 算 さ れ た

が 、 粗 蛋 白 質 の 充 足 率 が 高 く な る こ と に 加 え 、 水 分 含 量 の 考 慮 が

必 要 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 野 草 を 飼 料 と し て 活 用 す る 場 合 、

飼 料 計 算 ど お り で は な く BCS や 繁 殖 成 績 な ど 個 体 の 状 態 を み な が

ら 、 飼 料 給 与 量 を 調 整 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。  

こ の よ う に 、 様 々 な 支 援 や 取 組 が あ る が 、 令 和 5 年 度 畜 産 経 営

指 導 事 業 に 参 加 し た 県 内 11 農 家 中 、 10 農 家 で 経 常 利 益 が 大 幅 な

赤 字 と な っ て い る 。今 回 、1 農 家 で は 野 草 の 活 用 に 取 り 組 ん だ が 、

各 農 家 に お い て 経 営 改 善 の た め の さ ら な る 取 組 が 必 要 な 状 況 で

あ る 。 現 在 、 当 所 は 農 家 の 収 益 向 上 の た め 、 優 良 な 子 牛 の 生 産 を

目 指 し 、 ゲ ノ ミ ッ ク 育 種 価 解 析 の 推 進 、 優 良 繁 殖 雌 牛 更 新 加 速 化

事 業 の 推 進 、 積 極 的 な 繁 殖 検 診 な ど に 取 り 組 ん で い る 。 今 後 も 各

農 家 に 適 し た 生 産 性 向 上 の た め の 助 言 を 続 け る 。  
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図１ 肉用子牛販売に係る基金・奨励金単価

※繁殖雌牛1頭あたり
図２ 令和5年度 基金・奨励金交付実績

図３ 指導前後の飼料比較（充足率） 図４ 指導前後の飼料比較（費用）


